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生成 AI の急速な発展は、高等教育の存在意

義そのものを問い直し始めている。これまで

大学は、専門知識や専門技能を教授し、それ

を職業へと結び付ける制度として機能してき

た。しかし、AI が専門的な知的業務を担い始

めた現在、その前提は大きく揺らいでいる。

高等教育は何を担うべきなのか。大学教育は

どのように変容しなければならないのか。本

論考では、AI 時代における高等教育の将来像

について考察する。 

 

１．揺らぐ「学問と職業を結びつける世界観」 

AI の進展は、近代以降維持されてきた「学

問と職業を結びつける世界観」を大きく揺る

がしている。従来、高等教育は高度な知識や

技能を修得するための教育課程として機能し

てきたが、生成 AI は知的労働の一部を代替し

うる存在となりつつあり、大学で学ぶ意義そ

のものが再定義を迫られている。既に社会に

おいては、AI の活用を前提とした業務遂行や

評価が進み、「AI を使うか否か」ではなく「AI

と共にどのように働くか」が問われている。

このような状況において、高等教育は変化を

外在的に傍観する立場に留まることは許され

ず、学生が直面する現実に即応する形で、そ

の役割やあり方を再定義・再構築する必要が

ある。 

 

２．専門知識だけでは安心できない時代 

2010年代半ばには、AI やロボットによって

代替されるのは主として単純作業や定型業務

であり、専門職は比較的安全であると考えら

れていた。しかし、生成 AI の登場によって状

況は大きく変化した。 

近年の研究や各国の政策文書を見ると、AI

の影響を最も強く受ける職種の中には専門職

が含まれている。法律・金融・コンサルティ

ング・情報処理など、高度な知識を必要とす

ると考えられてきた分野でさえ、AI が多くの

業務を代替できるようになりつつある。 

法務分野を例に取れば、契約書のレビュー

や条項チェックは、これまで専門家が長い時

間をかけて行ってきた仕事であった。しかし

現在では、AI が大量の文書を短時間で解析し、

高い精度で支援を行ったり代行することが可

能になっている。もちろん最終的な確認・判

断は人間が責任を負う必要があるが、専門知

識をベースとした業務の一部が急速に自動化

されていることは否定できない。 

この変化は、「専門知識を身に付ければ安定

した職業に就ける」という近代以降の大学教

育の基本的な前提を崩し始めている。 

 

３．AI が奪うのは「最初の仕事」 

すでに欧米ではその兆しが見え始めている

のが、AI がエントリーレベルの仕事を奪う可

能性である。大学卒業後の若者は、見習いと

して仕事を経験しながら現場で能力を高め、

徐々に中堅人材へと成長してきた。資料作

成・情報収集・データ整理・文書要約・定型

分析などは、そのための重要な訓練であった。 

ところが、これらは AI が最も得意とするタ

スク領域でもある。企業や官公庁などの雇用

側から見れば、このような業務は AI に任せる

方が効率的であり、新卒人材を大量に採用す

る必要性が今後低下していく可能性がある。 

問題は、最初の仕事の機会が失われること

によって、次世代の中堅人材を育成する仕組

みそのものが機能しなくなることである。企

業は即戦力を重視し、日本でも拡大傾向にあ

る中途採用の増強に移行するかもしれない。

その結果、大学を卒業後、そのまま就職し社

会へ出るという従来のキャリアモデルは、変

容を余儀なくされるだろう。 

 

４．大学は「より贅沢な教育の場」になるの

か 

大学教育そのものも大きく変わる可能性が

ある。四年間フルタイムで大学に通うことは、

本来非常に高コストな選択である。学費だけ

３．AI 時代における高等教育の再構築 

－大学・学位・専門・知識はどこへ向かうのか－ 

飯吉 透（京都大学学術情報メディアセンター 連携研究部門 教授） 



30 

ではなく、生活費や時間も必要になる。それ

でも多くの人が大学進学を選んできたのは、

学位が安定した職業への「切符」として機能

してきたからだ。 

しかし、そのような保障機能が弱まるなら

ば、人々は働きながら必要な学びだけをオン

デマンドに選択する方向へ向かうだろう。将

来的には、基礎的な教育を短期間で修了し、

その後は仕事を続けながら学びを積み重ねる

という高等教育の形態が一般化する可能性が

ある。学位も、一定期間内に一括して取得す

るだけではなく、小さな学修成果を蓄積して

到達するものへと変化していくと考えられる。 

その一方で、大学院は現在以上に社会人教

育の場としての性格を強めるだろう。実務経

験を積んだ人々が学び直しのために進学し、

現場で得た知識と高度な専門教育を結び付け

る場になると考えられる。例えば、MBA（経

営学修士）や教育学修士などの大学院プログ

ラムは、学部卒業直後ではなく、企業や学校

等の現場で数年の実務経験を積んでから進学

する人が比較的多いが、今後はこのような傾

向がより多くの大学院プログラムに波及して

いくだろう。 

学部教育では教養や基礎的な業務や研究を

行うための技能や知識を学ばせ、大学院教育

では主として職業経験を持つ人々をより高度

な専門家として育成する。将来的には、この

ような役割分担が進む可能性がある。 

 

５．教育における AI 活用のための3つの観点 

教育における AI の活用を考える際には、

「effect with」、「effect of」、「effect through」

(Salomon & Perkins, 2005)という三つの概念が

有用である。「effect with」は、AI を用いるこ

とでその場で達成される成果であり、第二の

「effect of」は、AI 活用経験が学習者の能力

として内在化される効果である。第三の

「effect through」は、AI によって学び方その

ものが変容する可能性を指す。これらに共通

するのは、学習成果そのものではなく、学習

プロセスの質に焦点を当てている点である。

高等教育においては、AI による教育の効率化

や高度化を追求するだけでなく、学生の思考

力や判断力をいかに育成するかが本質的な課

題となる。そのためには、AI に委ねる部分と

学習者が主体的に担う部分を意図的に組み合

わせ、「学びのオーナーシップ」を確立させ、

リフレクションを通じて学びを内在化させる

教育設計が求められる。 

 

６．知識よりも「つくる経験」 

AI が「情報処理」だけでなく「知識処理」

も得意とする時代には、実際に何かを設計・

制作し、試行錯誤しながら完成させる経験の

価値がより高まると考えられる。この点で、

我が国の高等専門学校（高専）の教育プログ

ラムは示唆に富んでおり、国内外の注目を集

めている。高専では理論を習得させるだけで

はなく、設計・製造・評価実験・改善という

一連のプロセスを経験させる。知識を学ぶだ

けではなく、知識を使って何かを作り出すこ

とを教育の中心に置いている。 

一方、分野によってその程度は異なるもの

の、多くの大学教育は依然として理論や知識

の習得を重視している。AI が「知識処理」を

担うようになれば、知識を使って「価値ある

何か」を創造する経験を、大学教育のカリキ

ュラムの中心に据える必要があるだろう。 

しかしながら、大学改革が容易には進まな

いのは周知の通りである。AI が日進月歩で急

速に進化する一方で、ステークホルダー間に

おける慎重な合意形成を前提としている大学

制度は遅々として進まない。AI 時代において、

大学が自らの役割やあり方をスピーディーに

適宜変容していけるのかは、大学自身の死活

問題であり、これから先に向けた大きなチャ

レンジだと言える。 

 

７．マイクロクレデンシャルと学位の再定義 

リスキリングやリカレント教育という言葉

に代表されるように、AI 時代には、生涯にわ

たって学び直し学び続けることが重要になる。

しかし日本では、社会人が仕事を続けながら

学位を取得する文化や制度は十分に定着して

いない。このような中で注目されているのが、

マイクロクレデンシャルである。 

マイクロクレデンシャルとは、個人がオン

デマンドで知識や技能を学んだ成果やその価

値を公的に認証する仕組みだ。マイクロクレ
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デンシャルの普及推進を図るために、我が国

でも本年初頭に学産官の協力の下、「日本マイ

クロクレデンシャル機構」が設立された。

（https://www.micro-credentials.jp）マイクロ

クレデンシャルを積み重ねて学位（マイクロ

クレデンシャル）の取得へとつなげる仕組み

が整えば、誰もが人生のさまざまな段階で必

要に応じて柔軟に学び続けることができる。 

また、学位そのものの意味も変わっていく

可能性がある。従来、学位は「特定の知識や

能力」を習得したことを証明する大きなパッ

ケージとして機能してきた。しかし、AI が多

くの情報・知識処理や技能を代替するように

なれば、「大学を卒業した」という証明だけで

は不十分となり、個人として「本当に何を知

っていて、何ができるのか」を十分に示す必

要が生じる。その意味で、学位が意味するパ

ッケージ内容の「見える化」が、喫緊の課題

となるであろう。 

このような学位の「見える化」のためにマ

イクロクレデンシャルが果たせる役割は大き

く、さらに「学位を越えて積み上げられる新

たな知識や技能」を個別詳細に示すことが可

能なマイクロクレデンシャルの価値と活用は

既に欧米や ASEAN 地域で高まっており、我

が国においても急速な社会的普及と浸透が望

まれる。 

 

８．人間にしかできない高度な能力の評価 

もし AI に代替されにくい高度な能力が特

定できるのであれば、これからの高等教育を

再定義していく上で、非常に役立つことは確

かであろう。近年、創造力・コミュニケーシ

ョン能力・協働力・判断力など、いわゆるジ

ェネリックスキルと呼ばれる一連の能力を高

度なレベルで育成することが重要である、と

世界的な高等教育の潮流の中では言われてき

た。 

しかし、このような能力を個別独立的に評

価し認証することは容易ではないし、その意

味づけや価値づけも難しい。例えば、プログ

ラミングのような技能であれば比較的明確に

レベル毎の評価基準を設けて認証することが

可能だが、「創造力認定証」や「コミュニケー

ション能力認定証」等が、一体どれほど意味

を持つかは疑問であり、ましてや「高等教育

レベルで」ということになれば、さらにその

ような能力認定は困難で疑わしくなると思わ

れる。 

結局、このような高度な能力は状況的文脈

と切り離して評価することが難しい。ジェネ

リックスキルは、文字通り「汎用的な能力」

であるが、実際にその能力を適正に評価する

には、それが研究開発の場面なのか、ビジネ

スの場面なのか、地域活動の場面なのか等々、

具体的な状況的文脈と結び付けながら評価し

ていくしかないのではないだろうか。 

さらに言えば、AI 時代のジェネリックスキ

ルは、一人の人間固有の能力に加えて、人間

と人間、人間と AI が協働する中で、相乗的な

ジェネリックスキルがどのような相互作用に

よって、より高い成果や価値を生み出せるか

も重要になる。 

 

９．人文・社会科学系教育の未来 

人文・社会科学系は、AI 時代の高等教育に

おいて最も厳しい問いを突き付けられる学問

分野である。理工系や医薬系では、修得され

た技術的な知識や技能をその分野で標準的と

される資格や国家資格などで、比較的正確に

評価して明示することができる。しかし、人

文・社会科学系では、「何ができるようになる

のか」を定義すること自体がそもそも難しい。 

その一方で、人文・社会科学系には、経済

的・技術的な尺度だけでは測れない価値や役

割がある。人間をより深く理解し、文化を継

承し、社会を見渡し省察し、人間らしく精神

的にも豊かな生活を送ることは、AI 時代にお

ける社会では、ますます重要性を増すと思わ

れる。 

とは言え、大学という従来の高等教育シス

テムの中で、人文・社会科学系の教育・研究

がこれから先も生き永らえていくためには、

「適者生存」的な変化と進化を遂げなくては

ならない。孤高な学問分野としてのみ生き残

りを図ったり、学位分野であることに固執す

るのではなく、その学問分野固有の学問的資

産や観点・アプローチが、AI 時代における社

会的・個人的な価値創造や問題解決にどのよ

うに多様に貢献できるかについても、積極的
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に関与し取り組んでいく必要がある。 

 

10．「教育を受ければ上へ行ける」社会の終

焉 

戦後日本では長らく、「高等教育を受けるた

めに大学に行き、よい就職をして、高収入を

得る」という社会的成功モデルが広く受け入

れられ、今日では大学進学率は60%程度にまで

上昇している。 

しかし、AI はそのようなモデル構造そのも

のを揺るがしている。高度専門職でさえ AI

による代替が可能になっていく中で、高等教

育によってより得やすくなるはずだった高い

社会的・経済的地位は、もはや絶対的なもの

ではなくなりつつある。 

その一方で、例えば、大学に行く行かない

にかかわらず、AI による多面的な支援を得な

がら地域事業を営むことや、第一次産業に携

わりながら必要とされる学びだけを自ら継続

することも、今後は有望な生き方となる可能

性が高い。 

高等教育の価値が失われるのではない。人

生における幸福のあり方や成功モデルが多様

化し、大学進学だけが高等教育を受ける唯一

の道ではなくなるのである。21世紀の高等教

育において、オープンエデュケーションやマ

イクロクレデンシャルのような理念や仕組み

が台頭してきたのは、謂わば高等教育システ

ムが硬直化した直線的なパイプライン型から、

社会や人生の隅々まで随時溶け込んでいける

柔軟で面的なネットワーク型に拡張・変容さ

れるためであり、AI 時代を生きる個々人こそ

が、そのような新しい高等教育システムを必

要とし享受すべきなのである。 
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